
決算説明補足資料

2027年２月期 第２四半期

証券コード 8200



目 次

1

● 2027年２月期 第２四半期  財務・業績の概況
Ｐ３～P10

● 2027年２月期　計画
Ｐ12～P15

● 中期経営計画進捗
Ｐ17～P46

● Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ
Ｐ48～P52



2

2027年２月期 第２四半期

財務・業績の概況



連結損益計算書ハイライト
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⚫ 売上高は、前期比 +4.1%の 23,308百万円。

⚫ 営業利益は1,118百万円、経常利益は1,003百万円、当期純利益は667百万円と前期を上回っ
た。

2026年2月期_2Q 2027年2月期_2Q 2027年2月期_2Q 単位：百万円

勘定科目 前期 構成比 計画 構成比 実績 構成比 前期比 計画差 計画比 通期計画
通期計画

進捗率

総売上高 25,413 25,640 26,357 3.7% 717 2.8% 52,250 50.4%
売上高 22,399 100.0% 23,170 100.0% 23,308 100.0% 4.1% 138 0.6% 47,300 49.3%
売上原価 7,703 34.4% 7,790 33.6% 7,872 33.8% 2.2% 82 1.1% 15,898 49.5%
売上総利益 14,695 65.6% 15,380 66.4% 15,436 66.2% 5.0% 56 0.4% 31,402 49.2%
販売費及び一般管理費 13,905 62.1% 14,480 62.5% 14,317 61.4% 3.0% △ 162 △ 1.1% 29,202 49.0%

人件費 7,136 31.9% 7,485 32.3% 7,265 31.2% 1.8% △ 219 △ 2.9% 15,128 48.0%
販売費 524 2.3% 529 2.3% 518 2.2% △ 1.2% △ 10 △ 2.0% 1,127 46.0%
活動費 3,134 14.0% 3,219 13.9% 3,285 14.1% 4.8% 66 2.1% 6,277 52.3%
固定費 3,109 13.9% 3,247 14.0% 3,248 13.9% 4.5% 1 0.0% 6,670 48.7%

営業利益 790 3.5% 900 3.9% 1,118 4.8% 41.6% 218 24.3% 2,200 50.8%
営業外収益 131 0.6% 23 0.1% 40 0.2% △ 69.0% 17 77.7% 39 ---
営業外費用 77 0.3% 103 0.4% 156 0.7% 101.0% 53 51.6% 199 78.4%
経常利益 844 3.8% 820 3.5% 1,003 4.3% 18.9% 183 22.4% 2,040 49.2%
特別利益 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% --- 0 --- 0 ---

特別損失 36 0.2% 0 0.0% 93 0.4% 153.8% 93 --- 0 ---

税引前利益 807 3.6% 820 3.5% 910 3.9% 12.8% 90 11.1% 2,040 44.6%
法人税等 296 1.3% 350 1.5% 243 1.0% △ 17.9% △ 106 △ 30.4% 840 28.9%
当期純利益 511 2.3% 470 2.0% 667 2.9% 30.6% 197 42.0% 1,200 55.6%



グループ店舗売上高分析・・・前年同期比
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⚫ 既存店は増収、前期比 +3.9%。

⚫ フランチャイズ店を含む店舗売上高は、前期比 +3.6%。

+3.9% +3.6%

単位 ：百万円



売上高傾向・・・グループ全店舗売上高の推移
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⚫ 原材料高騰の影響により、2026年２月に商品の価格改定を実施。

⚫ 季節・戦略商品の開発・販売、販促企画等により、上昇傾向を維持している。

2026年２月期2025年２月期 2027年２月期



6月 7月 8月
第２四半期

累計

リンガーハット 5.9% 5.0% 3.6% 4.5%

濵かつ 0.3% 2.7% △ 3.2% 0.9%

リンガーハット 1.3% 1.0% 0.0% 0.4%

濵かつ 1.0% 1.5% △ 3.2% △ 0.2%

リンガーハット 4.5% 3.9% 3.6% 4.1%

濵かつ △ 0.7% 1.2% 0.0% 1.2%

売上高

客数

客単価

⚫ （第２四半期累計）既存店売上高（前期比） リンガーハット +4.5%、濵かつ +0.9%
- 客数はリンガーハット ＋0.4%、濵かつ △0.2%、客単価はリンガーハット ＋4.1%、濵かつ ＋1.2%。

- 季節・戦略商品の開発・販売、販促企画等により、価格改定後も売上・客数は堅調に推移。

- 濵かつは前年同期の夏得袋販売の影響により、8月が減収となった。

既存店売上高・・・外食全体と当社の動向
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2026年２月期2025年２月期 2027年２月期



⚫ 営業利益は1,118百万円。

⚫ 売上原価は、原材料価格が高止まりしているが、価格改定と材料管理徹底により売上構
成比が低減。売上原価率は33.8%（前期原価率34.4% 前期比△0.6pts）。

⚫ 販管費計は、412百万円増となり販管費率は61.4%（前期比△0.7pts）。

 デリバリー販促の影響で手数料が増加したが、適正な人件費管理で販管費率は低減。

構成比前期比 人件費 △ 0.7pts 販売費 △ 0.1pts 活動費 + 0.1pts 固定費＋ 0.1pts

経費分析・・・前年同期比
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単位 ：百万円



＜設備投資内訳＞

区分 前年同期 当期 増減額

 新店 199 340 140

 既存店 373 414 40

 工場 299 180 △ 119

 情報設備
 ・その他

118 90 △ 28

 設備投資
 合計

991 1,025 34

区分 前年同期 当期 増減額

 営業キャッシュ・フロー 1,127 1,574 447

 投資キャッシュ・フロー △ 958 △ 1,137 △ 178

 財務キャッシュ・フロー 385 443 58

 現金及び現金同等物
 の増加・減少(△)額 529 892 362

 現金及び現金同等物
 の期末残高 2,724 3,188 464

 フリーキャッシュ・フロー 168 437 269

キャッシュ・フロー（前年同期比較）
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単位：百万円

⚫ 価格改定の効果もあり、営業キャッシュ・フローは前年比で増加。

⚫ 新規出店増により、投資キャッシュフローは前年比で増加。



ちゃんぽん事業 単位：百万円
（リンガーハット） 2027年２月期 前年同期

第２四半期 実績

売上高 19,093 18,266 +827

営業費用 18,152 17,672 +480

営業利益 940 594 +346

営業利益率 +4.9% +3.3% +1.7%

とんかつ事業 単位：百万円
（濵かつ・卓袱浜勝） 2027年２月期 前年同期

第２四半期 実績

売上高 4,088 4,039 +48

営業費用 3,918 3,879 +39

営業利益 169 159 +9

営業利益率 +4.1% +4.0% +0.2%

増減

増減

セグメント情報
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⚫ ちゃんぽん事業、とんかつ事業ともに増収増益。

⚫ ちゃんぽん事業は、営業利益    940百万円（前期比 ＋346百万円）

    とんかつ事業は、   営業利益    169百万円（前期比    ＋９百万円）



2026年2月期 2027年2月期_2Q

前期末 当期 差額

流動資産 6,151 7,532 1,380
現金及び預金 2,375 3,255 880
売掛金 1,784 2,109 325
棚卸資産 681 718 37

固定資産 24,972 24,980 8
有形固定資産 18,594 18,505 △89
無形固定資産 402 358 △44

資産合計 31,124 32,513 1,389
流動負債 7,096 7,453 356

買掛金 922 1,041 119
短期借入金 200 0 △200
1年以内返済長期借入金 2,300 2,740 439

固定負債 8,796 9,252 456

長期借入金 5,166 5,583 416
リース債務 146 127 △18

負債合計 15,892 16,705 812

純資産合計 15,231 15,807 576
負債純資産合計 31,124 32,513 1,389

科目
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貸借対照表

⚫ 自己資本比率48.6％（前期比△0.3pts）

単位 ：百万円
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2027年２月期

計画



単位：百万円

2026年2月期
通期実績

構成比
2027年2月期

通期計画
構成比 前期差 前期比

総売上高 51,040 ― 52,250 ― 1,210 2.4%

売上高 45,084 100.0% 47,300 100.0% 2,215 4.9%

営業利益 1,418 3.1% 2,200 4.7% 781 55.1%

経常利益 1,598 3.5% 2,040 4.3% 441 27.6%

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,727 3.8% 1,200 2.5% △527 △ 30.5%

2027年２月期 通期予想
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⚫ 通期連結業績予想について、原材料費・光熱費の高騰など依然として事業を取り巻く環境
は厳しいものとなっているため、前回公表した業績予想を据え置いた。



計画の前提となる既存店（前期比）
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（単位：店舗）

区分 前期実績 上半期実績 下半期 通期

直営 4 6 5 11
ＦＣ 0 0 1 1

海外 2 2 2 4
小計 6 8 6 16
直営 0 1 2 3
ＦＣ 0 0 0 0

海外 1 1 0 1
小計 1 2 2 4
直営 4 7 7 14
ＦＣ 0 0 1 1

海外 3 3 2 5
小計 7 10 10 20

リンガーハット

濵かつ

計

2027年２月期 出店計画
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⚫ 上半期に、国内７店舗（直営７店）、海外３店舗を出店した。

⚫ 通期は、国内15店舗、海外５店舗の計20店舗の出店を計画。

単位 ：店舗
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配当予想

第２四半期末 期末 合計

配当予想 ７円00銭 14円00銭

当期実績 ７円00銭

前期実績
（2026年２月期）

６円00銭 ７円00銭 13円00銭

１株当たりの配当金

⚫ 中間配当について、前回予想の１株当たり６円から１円増額の７円といたします。

⚫ 期末配当については、１株当たり７円での実施を予定。
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中期経営計画進捗
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グループビジョン「Ideal Dining 宣言」ｰあなたの理想の食卓へ

国産野菜をモグモグ 楽しめる。

みんなが気楽に楽しめる。

親しみやすくて 使いやすい店。

私たちは、すべてのお 客さまへ

「濵 かつらしいおもてなし」を 通して、

いつもおいしく、ちょっと 贅沢な時間をお届けします。 そ

してお 客さまの 幸せと共に、 私たちの幸せを、

私たちの行動で実現していきます。

モグベジ

食堂

モグベ ジ 「 国産野菜を五感で楽しめる 、

商品 みんなにお いしい 日常食」

国産野菜をモグモグ 楽しめる。

みんなが気楽に楽しめる。

親しみやすくて 使いやすい店。

私たちは、すべてのお 客さまへ

「濵 かつらしいおもてなし」を 通して、

いつもおいしく、ちょっと 贅沢な時間をお届けします。 そ

してお 客さまの 幸せと共に、 私たちの幸せを、

私たちの行動で実現していきます。
モグベ ジ 「 国産野菜を五感で楽しめる 、

商品 みんなにお いしい 日常食」

国産野菜をモグモグ 楽しめる。

みんなが気楽に楽しめる。

親しみやすくて 使いやすい店。

私たちは、すべてのお 客さまへ

「濵 かつらしいおもてなし」を 通して、

いつもおいしく、ちょっと 贅沢な時間をお届けします。 そ

してお 客さまの 幸せと共に、 私たちの幸せを、

私たちの行動で実現していきます。
モグベ ジ 「 国産野菜を五感で楽しめる 、

商品 みんなにお いしい 日常食」

国産野菜をモグモグ 楽しめる。

みんなが気楽に楽しめる。

親しみやすくて 使いやすい店。

私たちは、すべてのお 客さまへ

「濵 かつらしいおもてなし」を 通して、

いつもおいしく、ちょっと 贅沢な時間をお届けします。 そ

してお 客さまの 幸せと共に、 私たちの幸せを、

私たちの行動で実現していきます。
モグベ ジ 「 国産野菜を五感で楽しめる 、

商品 みんなにお いしい 日常食」

モグベジ
食堂

モグベジ
商品

私たちはすべてのお客
さまへ「濵かつらしい
おもてなし」を通して、
いつも美味しく、
ちょっと贅沢な時間を
お届けします。

国産野菜をモグモグ
楽しめる。

国産野菜を五感で楽
しめる。みんなにお
いしい日常食。

⚫ 「Ideal Dining 宣言」の実現へ向け、成長戦略と経営基盤を両輪で推進する中期経営計画
（2026年～2028年）を策定。
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⚫ 多様な食事シーンに応え、変化する顧客ニーズや新たな接点に対応する。

⚫ お客さまの食生活に寄り添うことで、グループ全体の大きな成長へと繋げる。

グループビジョン「Ideal Dining 宣言」ーグループの成長へ

Ideal Dining 宣言

店舗
店舗での体験を提供

（リンガーハット・濵かつ店舗）

中食・惣菜
手軽さの提供

（濵かつ惣菜・デリバリー）

外販（冷凍・EC）
ご家庭で店舗の味を

（リンガーフーズ）

様々なシーンでお客さまとの接点増

グループ全体の成長へ
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中期経営計画での業績及び出店計画
⚫ 中期経営計画（2026年～2028年）3か年の計画指標及び出店計画。

単位（百万円） 2025年度実績 2026年度計画 2027年度計画 2028年度計画

売上 45,084 47,300 49,700 52,300

営業利益 1,418 2,200 2,900 3,800

出店数（店） 2025年度実績 2026年度
計画

2027年度
計画

2028年度
計画

3ヶ年
計画合計

リンガーハット ４ 12 15 20 47

濵かつ ０ １ １ １ ３

濵かつ（惣菜） ０ １ １ １ ３

海外 ３ ４ ６ ６ 16



中期経営計画具体的施策
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店舗フォーマット確立

１）商品開発強化とラインナップの拡大、２）とんかつ業態の関東再進出・惣菜業態の強化

３）既存店の改装改造

➢ 外販事業の強化

１）店舗の味を再現する商品の品質向上、２）商品ラインナップの拡大、３）生産体制の強化

➢ グローバルマーケットへの展開

１）海外店舗出店拡大、２）ヒトとカネへの投資

➢ 業務効率化、人財強化

１）店舗オペレーションの効率化、２）店舗事務・管理業務の効率化、３）採用強化・人財育成

➢ 調達・生産・配送体制強化

１）国産野菜の安定調達、２）内製化率向上・原価低減、３）生産・配送体制の構築

➢ サステナビリティ推進

１）食育活動の推進、２）地球環境への配慮・負荷の低減、３）ダイバシティー推進・幸福度向上

１

2

3

4

5

6
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⚫ リンガーハット事業の進化。

⚫ 改装・改造により、お客さまにより心地よい時間と喜びを提供し、快適性を向上させる。

⚫ 新店：上期国内６店舗。下期５店舗計画。

⚫ 改装・改造：上期８店舗実施。下期22店舗計画。

ー 改装内容事例

  トイレ改装、タイル張替え、増席、厨房内床塗り替え。

店舗フォーマットの確立ーリンガーハット新店・改装改造１

「イーアス沖縄豊崎店」
７月21日オープン

「京王笹塚店」
６月４日オープン

「マルイファミリー志木店」
６月15日オープン
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⚫ 理想の食卓に向けた商品開発のもと、「モグベジ」や国産野菜100%によるブランド再定義を進め、
魅力的な季節・戦略メニューの投入で認知度と集客力の向上を目指す。

店舗フォーマットの確立ーリンガーハット商品開発強化１

６月22日～
全店舗

９月17日～
全店舗

９月17日～
埼玉10店舗テスト販売

８月27日～31日
開催「野菜の日」
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⚫ 商品ラインナップの拡大。

⚫ 国産小麦粉を使用した自社製造「麺」の魅力を最大化する商品開発。

店舗フォーマットの確立ーリンガーハット商品ラインナップ拡大１

10月19日販売
東日本10店舗限定

10月19日販売
（SCフードコート
店舗20店限定）

フードコート及び
他一部店舗

ロードサイド
一部店舗

ソース太めん
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⚫ 「出前館」や「Uber Eats」、「ロケットナウ」などのデリバリーサービスを導入。

⚫ 店舗人気メニューに加え、デリバリー限定メニューも販売。

⚫ ６月のデリバリー限定施策（出前館・ロケットナウでの店内同価格・手数料無料等キャンペーン）
の好調を受け、10月に第２弾キャンペーンを開催中。

店舗フォーマットの確立ーテイクアウト（デリバリー）１

12.0% 12.4% 11.5%

18.7%
14.9% 13.5% 11.9% 11.7% 11.5%

15.3%
12.3% 12.0%

0.0%

10.0%

20.0%

25/9月 25/10月 25/11月 25/12月 26/1月 26/2月 26/3月 26/4月 26/5月 26/6月 26/7月 26/8月

テイクアウト（デリバリー含む）売上比率（％）リンガーハット

デリバリー限定商品
「海鮮あさりちゃんぽん」
期間中30%OFFで販売
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⚫ 新店：下期１店舗計画。改装・改造：上期３店舗、下期１店舗計画。

⚫ 11月25日（水）「とんかつ 濵かつTOKYO」東京・飯田橋にオープン 関東エリアへは５年ぶり再出店。

店舗フォーマットの確立ー濵かつ新店・改装改造１
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⚫ ロースの品質・訴求力をはじめ、濵かつの魅力を最大限にPR。

⚫ 季節商品を効果的に訴求することで客数アップを目指し、施策のブラッシュアップを継続。

店舗フォーマットの確立－濵かつ商品開発強化１

５月１日～
あじふらい

９月17日～
秋の月見かつ

７月１日～
梅しそ巻

３月９日～
アスパラと大葉の重ねかつ

９月14日～



27

⚫ 新店：上期 木の葉モール橋本店。下期１店舗計画。

⚫ 中食需要の高まりを見据えた惣菜事業の展開、出店加速（エキナカ・商業施設）。

店舗フォーマットの確立ー濵かつ惣菜１

濵かつ 木の葉モール橋本店
８月19日オープン



4. 販売チャネルの拡大
SNS・オンラインショップなどのEC お
よび量販店向けの 販路を拡大し、新た
な顧客接点の創出と売上拡大を目指す。

28

⚫ リンガーハットの味を食卓に広げ、外販事業を成長の柱へ。

ー 売上高50億円目指す（2026年度32億円計画）。

⚫ 店舗品質の再現と野菜価値の拡大を通じて、新たな顧客接点とし収益基盤を創出。

外販事業の強化２

外販事業の成長戦略

3. 生産体制の強化
野菜を活用した商品の需要拡大に対応
するため、生産能力の拡充と安定供給
を支える効率的な生産体制を構築する。

1. 店舗の味の再現
店舗で培った品質やおいしさを活かし、
ご家庭でも店舗に近い味わいを楽しめ
る商品の開発を進める。

2. 商品ラインアップの拡充
野菜の価値を活かした商品開発を進める
とともに、多様な利用シーンに対応した
商品展開の強化を図る。
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２

共同企画｜新しい商品・売場を広げる

コラボ・監修商品・
ブランドを拡げる

TV・WEB通販

ベンダー・OEM

海外

【卸・量販・生協】

【コンビニ】

【ベンダー・OEM・海外】

【TV・WEB通販】

コンビニ
量販

⚫ 冷凍商品のラインナップ拡充と販路の拡大とコラボ・監修による販売チャネルの拡大。

⚫ 戦略的パートナーと“定番化を見据えた”商品を共同開発・拡販。

外販事業の強化

9月販売の焼成野菜
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⚫ ASEAN市場を中心としたグローバル展開の加速。海外計16店舗。2028年度末30店舗体制へ。

⚫ 成長著しいASEAN市場で海外事業を第２の収益の柱へ。

グローバルマーケットへの展開３

５

3

1

５

1

1

５４６

８１

※2026年9月末現在



31

グローバルマーケットへの展開３

⚫ ＜タイ＞上期リンガーハット１店舗、濵かつ１店舗出店。

⚫ 既存店の収益を良化させ、出店を加速。

タイ人シェフを起用しタイ人に好まれる
商品の開発と販売
⇒ 話題性をつくりリンガーハットを認知
してもらい、客数増を図る

リンガーハット
トゥルー デジタルパーク店
８月28日オープン

濵かつ ザ・モール ガームウォンワン店
７月11日オープン

⇒客数アップにつなげる
値頃感のある商品の開発
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グローバルマーケットへの展開３

⚫ ＜カンボジア＞上期リンガーハット１店舗出店。下期リンガーハット１店舗計画。

   ー 多様な商業施設への出店加速。さらなる収益向上を目指す。

⚫ ＜ベトナム＞下期リンガーハット１店舗計画。

↑Vincomplaza Le Van Viet店 12月オープン予定

←ファンを増やしていく
食育活動も実施

→
チップモン タワー店
1月オープン 予定

チップモン271メガモール店６月14日オープン
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業務効率化・人財強化４

⚫ DX化による店舗体験の向上と業務効率化による現場の負荷軽減。

⚫ 可視化・効率化・AI活用・セキュリティを一体で推進。
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業務効率化・人財強化４

⚫ リンガーハットの持続的な成長の原動力＝「人財」。

⚫ 外食業界を取り巻く人手不足、働き方の変化に対応するため、採用強化・教育制度・多様な
人財が活躍できる環境作りを推進。
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業務効率化・人財強化４

⚫ 採用力の強化(63期採用：目標40名・上期17名の採用)。

⚫ 多様な人財の活躍推進に伴い、女性社員や外国人正社員店長の人数が増加。

⚫ 育児休暇の取得者数も増加傾向にあり、今後もさらなる離職率の低下を目指す。

※幸福度・・・やりがい（働きがい）と心身の充実
感を表す指標
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➢ 調達・生産・配送体制強化５

⚫ 国産野菜100％を支えるサプライチェーン最適化による安定供給。

⚫ 契約農家との連携から工場での加工、店舗へ届くまで一気通貫で取り組む、安全・安心な
国産野菜の提供体制。
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調達・生産・配送体制強化５

⚫ 2025年度GAP認証キャベツの仕入れ率は56.9％（GAP認証37産地）。

⚫ 他野菜のGAP取得も継続活動中。

JGAP

3,364 3,822 3,906 
4,474 4,794 

5,266 

56.9% 61.9% 70.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

総仕入れ量 GAP仕入れ量 仕入れ率

キャベツのGAP取得産地からの仕入れ率 他野菜のGAP取得産地の取り組み

仕入れ率（％)仕入れ量（㌧)

人参 33.0% 20 10

玉ネギ 2.3% 6 2

小ネギ 69.3% 8 3

長ネギ 25.7% 8 3

もやし 60.0%

■2025年度実績
GAP

仕入率

契約

産地数

GAP

産地数

→佐賀工場GAP取得により
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⚫ 工場倉庫間の物流体制の確立。

⚫ 内製化（自動化）の推進を進める。

調達・生産・配送体制強化５

AMR
自立走行搬送ロボット

原材料の運搬、完成品の運搬を自動搬送機を
使用し、付加価値の低い作業を自動化する。

◇運搬作業の自動化(AGV・AMRを活用)

◇梱包・仕分け作業の自動化
(ﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸ・ｱｰﾑを活用)

単純作業である梱包作業や人の手で行うとミスが発生
する仕分け作業をロボットを使用し自動化する。

◇工場・物流様々な観点より2026年11月を目途にスタート
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⚫ ３工場（富士小山・佐賀・京都）で営業中。

⚫ フードロス削減につながる、ブランド・エンゲージメント向上の推進。

調達・生産・配送体制強化ー工場直売所５
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サステナビリティ推進６

⚫ サステナビリティ経営のビジョン。

- 「永続する企業として従業員を筆頭としたすべてのステークホルダーを幸せにする」

⚫ マテリアリティ（重点課題）と重点施策の特定。

豊かな

社会づくりへの貢献

地球環境への配慮・

負荷の低減

誰もが自分らしく安心して

働ける職場づくり

・社会貢献活動

・食育活動 累計参加者 4,200名

・CO2排出量46％減 （2013年度比）

・使い捨てプラスチック 50%削減

（21年度比）

・食品リサイクル実施率 70%

・管理職に占める女性の割合 24%

・女性店長 100名 外国人店長15名

・男性育児休暇取得者率 85%

・３年以内離職率 5%以下

・従業員幸福度 90%以上
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サステナビリティ推進ー社会貢献活動６

⚫ 令和８年熊本地震 炊き出し支援活動（熊本県宇城市）。

⚫ ８月21日～23日 ３日間で990食提供。

JF（日本フードサービス協会）より要請
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サステナビリティ推進ー食育活動（店舗/外部）６

⚫ 豊かな社会づくりのへの貢献ー食育活動を通じて地域社会とのつながりを深める。

⚫ 目標2030年までに参加者累計4,200名 （2026年９月末で2,721名）累計開催回数332回。

⚫ 愛知県豊田市とのコラボ食育（２回目）50組の親子参加。

オンラインでの開催は毎月2回 全国から参加
「野菜摂取」をテーマに野菜のすごろくクイズや木耳もぎとり体験

リンガーハット・濵かつ・海外の店舗でも開催
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サステナビリティ推進ー環境（CO2削減）６

⚫ 自社の排出（scope１．２）は店舗・工場それぞれのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでCO2削減活動に取り組む。

  目標2030年：2013年度比46%削減。順調に推移。

⚫ お取引先さまとの協働でサプライチェーン全体での削減へ取り組む（scope３）。

0%
4%

12%
20%

31%

40%

50,000

70,000

90,000

110,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

Scope3排出量削減目標推移(%)

2025年度CO2
排出量実績

131,264t-CO2
（Scope１＋２＋３）

2025年度CO2
排出量実績
7,964t-CO2

（Scope１）

2025年度CO2
排出量実績
20,747t-CO2

（Scope２）

2025年度CO2
排出量実績

102,553t-CO2
（Scope３）

Scope３削減目標
段階的な削減施策拡大に
より、
2050年40%削減を目指す

Scope３取り組み事項

１，購入した製品・サービス （カテゴリ１）
２，上流の輸送・配送 （カテゴリ４）

など、排出量の大きいものから取り組んでいく。
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サステナビリティ推進ーダイバーシティ６

⚫ 誰もが自分らしく安心して働ける職場づくり。

⚫ 社員一人ひとりが能力を発揮し、いきいきと働ける環境づくりを推進。

◇みらい座談会（上期結果）

◇ダイバーシティ推進目標

項目 目標 実績 具体的施策

①育児休暇取得率 100% 82% 社内情報の共有

②特定技能２号合格人数 10名 ６名 勉強会の実施

③外国人店長 ５名 ６名 ロールモデルの共有

④３年未満離職率 10%以下 17.6% 今後に向けた配属の見直し、面談の強化

予定参加人数 実績参加人数 未参加人数

306名 266名
（87%）

40名
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サステナビリティ推進ーガバナンス６

⚫ カスハラセミナー：フランチャイズ含むグループ全拠点で開催済。

⚫ 危機管理広報メディアトレーニング: 2026年7月に実施（執行役員以上）。

⚫ 社内ガバナンスセミナー: 管理職以上を対象に開催予定。
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株主還元ー配当性向/株主イベント
⚫ 配当性向30%以上を基本方針とし利益還元を行う（中間配当１円増配の７円。通期14円予想）。

⚫ 株主工場見学会（年２回）７月小山工場開催56名参加。佐賀工場11月開催予定。

⚫ 株主食育教室（年３回）７月濵かつ広島矢賀店にて開催10名参加。12月埼玉県で開催予定。
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Data File
2027年２月期

目次 １. 既存店売上高・客数・客単価の前期比の推移

 ２. 出店形態別の店舗数の推移（全店）

 ３. 出店形態別の店舗数の推移（リンガーハット）

 ４. 出店形態別の店舗数の推移（濵かつ・卓袱浜勝）

 ５. 設備投資の推移



①売上高
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計

ﾘﾝｶﾞｰﾊｯﾄ 26年2月期 4.6% 7.9% 6.7% 2.6% 6.4% 10.1% 3.6% △ 1.3% 1.0% 0.3% 3.1% △ 0.8% 3.6%
27年2月期 1.3% 3.8% 8.0% 5.9% 5.0% 3.6% 5.8% 4.5%

濵かつ 26年2月期 △ 2.7% 5.1% 4.6% △ 4.2% 4.0% 7.2% 1.2% △ 0.5% 0.8% 0.9% △ 0.8% 4.2% 1.7%
27年2月期 1.0% △ 0.8% 6.8% 0.3% 2.7% △ 3.2% 10.2% 0.9%

卓袱浜勝 26年2月期 △ 2.9% 2.2% △ 1.7% 1.3% △ 14.6% △ 0.9% 9.6% 4.6% 11.3% 46.2% △ 20.6% 18.5% 5.3%
27年2月期 9.8% 4.5% 16.6% 17.2% 29.6% 8.2% 19.4% 13.8%

全社 26年2月期 3.2% 7.3% 6.3% 1.3% 5.9% 9.5% 3.2% △ 1.1% 1.0% 0.6% 2.3% 0.2% 3.3%
27年2月期 1.3% 2.9% 7.8% 4.9% 4.7% 2.3% 6.6% 3.9%

②客数
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計

ﾘﾝｶﾞｰﾊｯﾄ 26年2月期 1.0% 3.4% 2.4% △ 0.8% 3.1% 6.4% △ 1.6% △ 6.8% △ 4.0% △ 5.2% △ 1.9% △ 4.6% △ 0.8%
27年2月期 △ 2.2% △ 0.8% 3.2% 1.3% 1.0% 0.0% 3.2% 0.4%

濵かつ 26年2月期 △ 7.0% 6.6% 7.2% 0.2% 7.1% 8.4% 0.3% 2.7% 3.2% 1.5% 2.6% 5.1% 3.1%
27年2月期 △ 1.3% △ 3.9% 5.4% 1.0% 1.5% △ 3.2% 9.9% △ 0.2%

卓袱浜勝 26年2月期 △ 14.2% △ 10.0% △ 11.6% △ 6.3% △ 22.7% △ 11.4% △ 7.4% △ 6.6% △ 0.6% △ 6.9% △ 25.4% △ 2.4% △ 10.1%
27年2月期 3.5% 8.5% 12.5% 10.1% 22.4% 12.6% 28.0% 11.0%

全社 26年2月期 △ 0.2% 3.8% 3.0% △ 0.7% 3.6% 6.7% △ 1.3% △ 5.6% △ 3.1% △ 4.3% △ 1.3% △ 3.4% △ 0.3%
27年2月期 △ 2.1% △ 1.2% 3.5% 1.3% 1.1% △ 0.5% 4.2% 0.3%

③客単価
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計

ﾘﾝｶﾞｰﾊｯﾄ 26年2月期 3.6% 4.4% 4.3% 3.4% 3.2% 3.4% 5.2% 6.0% 5.2% 5.8% 5.1% 4.1% 4.5%
27年2月期 3.6% 4.6% 4.6% 4.5% 3.9% 3.6% 2.5% 4.1%

濵かつ 26年2月期 4.6% △ 1.4% △ 2.5% △ 4.4% △ 2.9% △ 1.1% 0.9% △ 3.2% △ 2.3% △ 0.6% △ 3.3% △ 0.8% △ 1.3%
27年2月期 2.3% 3.1% 1.3% △ 0.7% 1.2% 0.0% 0.3% 1.2%

卓袱浜勝 26年2月期 13.1% 13.5% 11.2% 8.1% 10.4% 11.8% 18.3% 12.0% 11.9% 57.1% 6.4% 21.4% 17.1%
27年2月期 6.1% △ 3.6% 3.6% 6.4% 5.8% △ 4.0% △ 6.7% 2.5%

全社 26年2月期 3.4% 3.4% 3.2% 2.0% 2.1% 2.6% 4.6% 4.8% 4.2% 5.1% 3.6% 3.6% 3.6%
27年2月期 3.4% 4.2% 4.1% 3.6% 3.5% 2.8% 2.3% 3.6%

１．既存店売上高・客数・客単価の前期比推移
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出店形態別の状況 (FC店含む） 単位：店舗
年度 2022.2期 2023.2期 2024.2期 2025.2期 2026.2期 2026.8期

出店形態 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末
ロードサイド（郊外型） △ 1 164 △ 2 162 1 △ 5 158 2 △ 5 155 1 △ 4 152 △ 1 151
ＳＣ内フードコート等 △ 4 88 △ 4 84 2 △ 1 85 1 △ 1 85 △ 1 84 5 89
ビルイン（都心型） 1 △ 1 10 △ 1 9 △ 1 8 3 11 1 △ 2 10 △ 1 9

九州・中国・四国地区 1 △ 6 262 0 △ 7 255 3 △ 7 251 6 △ 6 251 2 △ 7 246 5 △ 2 249
ロードサイド（郊外型） 64 2 △ 2 64 2 △ 2 64 △ 1 63 63 63
ＳＣ内フードコート等 △ 3 166 1 △ 9 158 1 △ 4 155 △ 13 142 2 △ 2 142 1 143
ビルイン（都心型） 52 52 △ 1 51 3 △ 1 53 53 1 △ 2 52

関東・東海地区 0 △ 3 282 3 △ 11 274 3 △ 7 270 3 △ 15 258 2 △ 2 258 2 △ 2 258
ロードサイド（郊外型） △ 1 19 2 △ 1 20 3 23 23 23 23
ＳＣ内フードコート等 △ 1 80 △ 2 78 1 △ 5 74 2 △ 1 75 △ 3 72 △ 1 71
ビルイン（都心型） 7 △ 2 5 5 5 5 5

関西・中京地区 0 △ 2 106 2 △ 5 103 4 △ 5 102 2 △ 1 103 0 △ 3 100 0 △ 1 99
ロードサイド（郊外型） 1 △ 1 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 △ 3 28 △ 5 23 23 23 23 23
ビルイン（都心型） 0 0 0 0 0 0

東北・北海道地区 0 △ 3 29 0 △ 6 23 0 23 0 23 0 23 0 23
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 1 1 1 1
ＳＣ内フードコート等 △ 3 5 1 △ 1 5 5 1 △ 1 5 3 8 3 △ 1 10
ビルイン（都心型） 4 4 4 1 5 5 5

海外 0 △ 3 9 1 △ 1 9 0 9 3 △ 1 11 3 14 3 △ 1 16
ロードサイド（郊外型） 0 △ 2 248 4 △ 6 246 6 △ 7 245 3 △ 6 242 1 △ 4 239 0 △ 1 238
ＳＣ内フードコート等 0 △ 14 367 2 △ 21 348 4 △ 10 342 4 △ 16 330 5 △ 6 329 9 △ 2 336
ビルイン（都心型） 1 △ 1 73 0 △ 3 70 0 △ 2 68 7 △ 1 74 1 △ 2 73 1 △ 3 71

合計 1 △ 17 688 6 △ 30 664 10 △ 19 655 14 △ 23 646 7 △ 12 641 10 △ 6 645
うち直営店舗数 497 497 492 490 488 495
うちＦＣ店舗数 191 167 163 156 153 150

２．出店形態別の店舗数の推移（全店）
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出店形態別の状況 (FC店含む） 単位：店舗
年度 2022.2期 2023.2期 2024.2期 2025.2期 2026.2期 2026.8期

出店形態 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末
ロードサイド（郊外型） △ 1 98 △ 2 96 1 △ 2 95 1 △ 4 92 1 △ 2 91 91
ＳＣ内フードコート等 △ 4 72 △ 4 68 △ 1 67 1 △ 1 67 △ 1 66 4 70
ビルイン（都心型） 1 △ 1 8 △ 1 7 △ 1 6 1 7 1 △ 1 7 △ 1 6

九州・中国・四国地区 1 △ 6 178 0 △ 7 171 1 △ 4 168 3 △ 5 166 2 △ 4 164 4 △ 1 167
ロードサイド（郊外型） 63 2 △ 2 63 2 △ 2 63 △ 1 62 62 62
ＳＣ内フードコート等 △ 3 166 1 △ 7 160 1 △ 3 158 △ 13 145 2 △ 2 145 1 146
ビルイン（都心型） 49 49 △ 1 48 3 △ 1 50 50 1 △ 2 49

関東・東海地区 0 △ 3 278 3 △ 9 272 3 △ 6 269 3 △ 15 257 2 △ 2 257 2 △ 2 257
ロードサイド（郊外型） △ 1 19 2 △ 1 20 3 23 23 23 23
ＳＣ内フードコート等 △ 1 80 △ 2 78 1 △ 5 74 2 △ 1 75 △ 3 72 △ 1 71
ビルイン（都心型） 7 △ 2 5 5 5 5 5

関西・中京地区 0 △ 2 106 2 △ 5 103 4 △ 5 102 2 △ 1 103 0 △ 3 100 0 △ 1 99
ロードサイド（郊外型） 1 △ 1 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 △ 3 28 △ 5 23 23 23 23 23
ビルイン（都心型） 0 0 0 0 0 0

北陸・東北・北海道地区 0 △ 3 29 0 △ 6 23 0 23 0 23 0 23 0 23
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 1 1 1 1
ＳＣ内フードコート等 △ 3 3 1 △ 1 3 3 1 4 2 6 2 △ 1 7
ビルイン（都心型） 4 4 4 4 4 4

海外 0 △ 3 7 1 △ 1 7 0 7 2 9 2 11 2 △ 1 12
ロードサイド（郊外型） 0 △ 2 181 4 △ 6 179 6 △ 4 181 2 △ 5 178 1 △ 2 177 0 177
ＳＣ内フードコート等 0 △ 14 349 2 △ 19 332 2 △ 9 325 4 △ 15 314 4 △ 6 312 7 △ 2 317
ビルイン（都心型） 1 △ 1 68 0 △ 3 65 0 △ 2 63 4 △ 1 66 1 △ 1 66 1 △ 3 64

合計 1 △ 17 598 6 △ 28 576 8 △ 15 569 10 △ 21 558 6 △ 9 555 8 △ 5 558
うち直営店舗数 425 427 424 420 420 424
うちＦＣ店舗数 173 149 145 138 135 134

年度 2022.2期 2023.2期 2024.2期 2025.2期 2026.2期 2026.8期
出店形態 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末

1 1 1 1 1 1その他（リンガー食堂）

３．出店形態別の店舗数の推移（リンガーハット）
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出店形態別の状況 (FC店含む） 単位：店舗
年度 2022.2期 2023.2期 2024.2期 2025.2期 2026.2期 2026.8期 1

出店形態 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末
ロードサイド（郊外型） 65 65 △ 3 62 1 △ 1 62 △ 2 60 △ 1 59
ＳＣ内フードコート等 16 16 2 18 18 18 1 19
ビルイン（都心型） 2 2 2 2 4 △ 1 3 3

九州・中国・四国地区 0 83 0 83 2 △ 3 82 3 △ 1 84 0 △ 3 81 1 △ 1 81
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 0 0 0 0 0 0
ビルイン（都心型） 1 △ 1 0 0 0 0 0

関東・東海地区 0 1 0 △ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 0 0 0 0 0 0
ビルイン（都心型） 0 0 0 0 0 0

関西・中京地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 0 0 0 0 0 0
ビルイン（都心型） 0 0 0 0 0 0

北陸・東北・北海道地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ロードサイド（郊外型） 0 0 0 0 0 0
ＳＣ内フードコート等 1 1 1 △ 1 0 1 1 1 2
ビルイン（都心型） 0 0 0 1 1 1 1

海外 0 1 0 1 0 1 1 △ 1 1 1 2 1 3
ロードサイド（郊外型） 0 65 0 65 0 △ 3 62 1 △ 1 62 0 △ 2 60 0 △ 1 59
ＳＣ内フードコート等 0 17 0 17 2 19 0 △ 1 18 1 19 2 21
ビルイン（都心型） 0 3 0 △ 1 2 0 2 3 5 0 △ 1 4 0 4

合計 0 85 0 △ 1 84 2 △ 3 83 4 △ 2 85 1 △ 3 83 2 △ 1 84
うち直営店舗数 68 67 66 68 66 69
うちＦＣ店舗数 17 17 17 17 17 15

※とんかつ大學へ業態変更

年度 2022.2期 2023.2期 2024.2期 2025.2期 2026.2期 2026.8期 1
出店形態 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末 増加 減少 期末

4 1 △ 2 3 △ 1 2 2 2 2その他（卓袱浜勝、六角浜かつ）

４．出店形態別の店舗数の推移（濵かつ・卓袱浜勝）
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５．設備投資の推移
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53

本資料に掲載されている業績の見通し等将来に関する情報は、現在入手可能な情報に
基づいて当社経営陣が合理的と判断したものです。実際の業績は市場動向、経済情勢な
ど様々な要因の変化により大きく異なる可能性がありますことをご承知おきください。

本資料に関する問い合わせは下記にお願いいたします。
TEL 03-5745-8611 管理部 IR担当
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